
は じめに

本報告書は、東北大学グローバルCOEプ ログラム 「グローバル時代の男女共同参画

と多文化共生」の東京大学社会科学研 究所連携拠点が刊行す る研究 シ リー ズの第3号

である。

性別や年齢、出身地、障がいの種類 ・有無や国籍な どにかかわ りな く、だれ もが人

格 と個性 を尊重 され 、フル に参加 でき る社会、その よ うな社会 を実現す る条件 は何

か。GCOEプ ログラム 「グローバル時代の男女共同参画 と多文化共生」(拠 点 リー

ダー:辻 村みよ子 ・東北大学大学院法学研 究科教授)は 、そ うしたグローバル な課題

に挑戦す る高度な専門家 を養成 してい く。また、研究の成果 を広 く社会 に還元 し、貧

困や格差に よる社会的排除、人 口高齢化、根強いジェンダー不平等 といった社会問題

に対 して、有効な公共政策 の策定に寄与する。

本GCOEプ ログラムは名称 に男女共同参画 と多文化共生 を重ねている。多文化 とい

うとエスニ ック ・グループを単位 とす る問題 と捉え られやす く、また男女共同参画 は

性別だけの問題 と思われがちである。 しか し、多文化共生がよ り幅広のテーマである

に しても、その中に男女の格差やチ ャンスのギャップ、そ して差別 といった問題があ

ることを常に認識す るとい うコンセ プ トといえよう。

こ うしたGCOEプ ログラムのコンセプ トに相応 しく、社会科学研 究所連携拠点研究

シ リーズNo.3で は、2010年3月6日 に、本連携拠点が、 ソウル大学校 日本研 究所 と共催

した国際共同シンポ ジウム 「日韓社会 における貧困 ・不平等 ・社会政策:ジ ェンダー

の視点か らの比較」 を収録す る。社会科学的な 日韓比較 はさまざまな側面で急速に発

展 しているが、 このよ うなテーマで 日韓 の研究者が一堂に会 して知見 を交換す る機会

は、これが初 めて といえよ う。 しかも報告のなかには、 日本、韓国それぞれの研究ば

か りでなく、 日韓比較や 日独比較 、一国研究を多国間比較の視角に据 えるものが含 ま

れ ている。比較社会政策論にたい して、北東 アジアか らの有意義な発信 とな りうるシ

ンポだった と考える。 とくに韓国の報告者や討論者は気鋭であ り、今後 の活躍が大い

に期待 され る。

さて韓国では近年、研究者 のワークライフバ ランスが重視 され るためか、学会大会

な ども週末ではな く週 日に開催 され るそ うである。本シ ンポの報告者であ り、 コー

デ ィネーシ ョンにもあたった金英教授 は、 日本側 の都合で開催が土曜 日となった こと

か ら、参加者の数 を心配 されたが、朝か らの長時間の シンポに100人 を越 える参加 が

あ り、会場か らの討論 も活発だった。韓栄恵所長以下、ソウル大学校 日本研究所のみ

な さまの ご尽力の賜物 と感謝 申し上げる。

連携拠点 リーダー

大沢真理
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